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11
月
の
朝
の
凛
と
し
た

空
気
が
漂
う
榛
原
中
学
校

の
体
育
館
に
、「
感
謝
の
気

持
ち
を
込
め
て
大
切
に
使

っ
て
い
き
た
い
」
と
生
徒

代
表
の
感
謝
の
言
葉
が
響

き
ま
し
た
。
行
わ
れ
て
い

た
の
は
「
榛
原
中
学
校
技

術
棟
耐
震
補
強
工
事
完
成

を
祝
う
会
」
の
式
典
で
す
。

 

こ
の
工
事
で
は
、
教
室

が
き
れ
い
に
使
い
や
す
く

な
っ
た
だ
け
で
な
く
、
屋

外
か
ら
も
屋
内
か
ら
も
利

用
で
き
る
ト
イ
レ
が
整
備

さ
れ
、
太
陽
光
発
電
も
設

置
さ
れ
る
な
ど
、
様
々
な

視
点
か
ら
教
育
環
境
の
整

備
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 
こ
の
式
典
に
は
、
も
う

一
つ
の
意
味
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
れ
は
、
牧
之
原
市

内
の
学
校
施
設
の
耐
震
化

が
“
全
て
”
完
了
し
た
と

い
う
こ
と
で
す
。
牧
之
原

市
で
は
、
合
併
当
初
か
ら

学
校
施
設
の
耐
震
補
強
工

事
を
積
極
的
に
進
め
て
き

ま
し
た
。
学
校
施
設
は
、

将
来
を
担
っ
て
い
く
子
ど

も
た
ち
が
学
び
、
成
長
す

る
場
に
な
る
こ
と
は
も
ち

ろ
ん
で
す
が
、
東
海
地
震

な
ど
の
災
害
発
生
時
に

は
、
地
域
住
民
の
避
難
所

と
も
な
る
重
要
な
公
共
施

設
で
す
。 

 

平
成

17

年
の
合
併
当

時
、
体
育
館
な
ど
の
学
校

施
設
の
多
く
は
耐
震
性
が

乏
し
く
、
大
き
な
課
題
と

な
っ
て
い
ま
し
た
。
特
に

体
育
館
の
耐
震
化
に
は
、

全
部
で
6
年
を
要
し
、
20

億
円
か
か
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
し
た
。 

 

そ
こ
で
牧
之
原
市
教
育

委
員
会
で
は
、
限
ら
れ
た

財
源
の
中
で
早
急
に
学
校

施
設
の
耐
震
化
を
進
め
る

た
め
、
新
し
い
技
術
を
積

極
的
に
導
入
し
、
短
期
間

で
、
な
お
か
つ
少
な
い
予

算
で
施
工
で
き
る
よ
う
に

計
画
し
ま
し
た
。 

 

そ
の
結
果
、
体
育
館
の

耐
震
補
強
事
業
を
２
年

間
、
７
億
円
で
実
施
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ

れ
に
よ
り
体
育
館
と
同
時

に
、
そ
の
他
の
学
校
施
設

の
耐
震
化
も
進
め
、
今
年

度
実
施
し
た
3
施
設
の
耐

震
補
強
事
業
で
牧
之
原
市

立
の
学
校
施
設
の
耐
震
化

率
は

100

％
と
な
り
ま
し

た
。
学
校
組
合
の
学
校
施

設
の
耐
震
化
も
平
成
21
年

度(

昨
年
度)

末
に
完
成
し

た
牧
之
原
中
学
校
技
術
棟

を
も
っ
て
100
％
と
な
り
ま

し
た
。 

 

耐
震
化
は
完
了
し
ま
し

た
が
、
学
校
の
施
設
整
備

が
全
て
完
了
し
た
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
年
度

は
、
相
良
中
学
校
体
育
館

の
補
修
工
事
を
行
っ
て
い

ま
し
た
。
老
朽
化
が
激
し

く
、
雨
漏
り
を
し
て
い
た

体
育
館
の
外
壁
や
屋
根
な

ど
に
、
防
水
を
施
し
き
れ

い
に
長
持
ち
す
る
よ
う
に

補
修
を
行
い
ま
し
た
。
今

後
も
、
限
ら
れ
た
予
算
の

中
で
、
緊
急
性
の
高
い
も

の
か
ら
よ
り
適
切
に
、
よ

り
安
全
に
よ
り
快
適
な
教

育
環
境
の
実
現
を
目
指
し

て
い
き
ま
す
。 

(

問
合
せ
：
教
育
総
務
室)

 

 

【
榛
原
中
記
念
式
典
の
様
子
】 



 

 

農業を通し、食の大切さを学ぶ 

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

7

 車体は黄色をベースとした明るく温かい塗装が施され、相良高校美術部の皆さんが

デザインしてくれたひまわりで彩られています。 
 1月30日(日)には完成セレモニーを市役所相良庁舎で行い、試験運転等の準備を
実施した後、「旧ひまわり号」から引継ぎ「新ひまわり号」が市内を巡回し、読書の普及
を図っていくこととなります。みなさん、「新ひまわり号」にご期待を･･･。 

(社会教育室) 

 海上研修や自然体験・ホエールウォッチングを通して、全国の

友達と友情を育みながら、環境について考えてみませんか？ 

●企画主催 ﾌﾞﾙｰｼｰ･ｱﾝﾄﾞ･ｸﾞﾘｰﾝﾗﾝﾄﾞ財団（略称Ｂ＆Ｇ財団） 

●寄 港 地 小笠原諸島父島（二見港） 

●募集対象 牧之原市民の小学校４年生から中学生 

●実施期間 平成 23 年 3 月 26 日(土)～3 月 31 日(木)5 泊 6 日  

●参 加 費 80,000 円税込(集合解散は東京晴海ふ頭) 

●募集人数 2 名 

   (申込者多数の場合は申込締め切り後に抽選を行います。) 

●申込締切 平成 23 年 1 月 31 日（月）午後 5時 15 分まで 

●申込先 問合せ 牧之原市相良 B&G海洋センター 

℡ 0548-52-4600

最高齢 94 歳、平均年齢 80 歳を越えるおば
あちゃん劇団「ほのお」の公演を、お子様と
一緒にぜひご覧ください。入場は無料で
す。直接会場へお越しください。 
 
期 日 2 月 19 日（土）午後 1時 30 分～ 

会 場 榛原文化センターホール 

演 題 「生きる 生かされる ありが度う」 

主 催 牧之原市女性団体連絡協議会 

(社会教育室)

教育委員会では、「戦争」

を後世に伝え、家族で戦

争について考えるきっか

けにしてもらおうと、市内

在住者や出身者から戦

争体験を公募し、戦争体

験記を発刊しました。 

冊子は、公民館、 

図書館などに配 

布してあります 

ので、ぜひ手 

にとってご覧 

ください。 
(社会教育室) 

 私達は、地頭方小学校の子どもたちと農業を通し

て食の大切さを学んでいます。お米や野菜などを

作っています。 

 田んぼの学校では、餅米、黒米作りを行っていま

す。米作りでは、種もみの塩水選で始まり、もみ蒔

き、しろかき、田植え、草取り、かかしコンクール、

稲刈り、脱穀の作業を行い、脱穀では、子どもたち

が古い足踏み脱穀機を体験しています。11 月には

【
脱
穀
作
業
の
様
子
】

牧之原市教育委員会では、澤田衛委員が任期

満了を迎えましたが、再任をされ継続となりまし

た。牧之原市菊川市学校組合教育委員会では、

岡本敏彦委員長の任期満了に伴い、菊川市在住

の森順子氏が新たに任命されました。11 月末現

在の委員の構成は以下のとおりです。 

○印が新任の方です。          （教育総務室） 

委員長 鈴木干城 
委員長 
職 務 
代理者 

大石幸雄 

委 員 鈴木弘子 
委 員 澤田 衛 
教育長 八木儀一 

委員長 林 重由 
委員長 
職 務 
代理者 

源間藤代 

委 員 髙塚朋子 
委 員 ○森 順子 
教育長 八木儀一 

【牧之原市教育委員会】 【学校組合教育委員会】 

－蛭ヶ谷
ひ る が や

の田遊び－ 

 旧移動図書館車は、島田榛原広域組合から平成 17 年に牧之原市に引き継がれ、稼働以来 18 年が経過し老朽化が進んでいまし

た。今年度、(財)日本宝くじ協会から全額助成を受け、書籍 3,000 冊搭載、雨や日差しよけ電動テント、車椅子対応の電動リフトなどを

備え、図書システムを導入した最新車両がお目見えします。 

【"新"ひまわり号】 

蛭ヶ谷地区の蛭児
ひるこ

神社に伝わる豊作祈願の

神事芸能で毎年2月11日の夕刻から深夜にか

けて行われます。神社境内に積み重ねた大木

に火をつけてかがり火として、地区の青年が綾

笠に赤装束、縞袴という装束で 21 役 16 演目を

演じます。蛭ヶ谷の田遊びは、楽器の伴奏がな

文化財の紹介 

く、古式で素朴な所作が特徴

で、所作や詞句から平安時代

に始まったものと推測されてい

ます。 

 この田遊びは、平成 18 年に

国記録選択無形民俗文化財

の指定を受けています。 

(芸術文化室)

あふれる子どもたちの笑顔。テレビもない。ゲームもない。マンガもない

けれど楽しい高尾での生活。いつもと変わらない様子が今年も見られまし

た。 

10 月 12 日（火）～16 日（土）、4 泊 5日の日程で高尾山石雲院を会場

に本校伝統の第 29 回「仲よし学校」が行われました。この仲よし学校は、

思いやり・がまん」等の豊かな時代の忘れ物を子どもたちの心に取り戻す

ことを理念に掲げて始まりました。 

高尾での 4 泊 5 日の生活。下級生は上級生の姿を目で追いながら、

上級生はリーダーとして全体に目を配りながら活動をしていきます。異学

年のかかわりの中で、互いに高め合っていきます。上級生がやるから、下

昭和 58 年 2 月、地元青年

団の企画・運営で始まりまし

た。以来、運営の主体がＰＴ

Ａ役員に変わったものの、

29 年間もの歴史を積み重

ねています。 

仲よし学校は、恵まれた

豊かな物質や電化製品の

普及による快適な生活がゆ

えに失われつつある「感謝・

級生のためにという、お互

いを思いやる心があって成

長していきます。 

ここには、第 1 回から求

めてきた「良い意味でのガ

キ大将」の姿があります。

そして、「その時、その時を

大切にし、今やるべきこと

を一生懸命やるのが天下

一品。」という方丈様の教

えが子どもたちの心の琴線に触れます。 

 29 回の歴史を貫いてきた「３つの心」が今も引き継がれています。 

【
み
ん
な
の
た
め
に

お
茶
を
い
れ
よ
う
】

【
全
員
で
、
い
た
だ
き
ま
す
】

 市内の中学生が部活動等で活躍しています。秋季大会(新人戦等)の結果を一部紹介します。 

男子サッカー「榛原地区大会」 
 第２位 相良中 
「小笠地区大会」 
 第２位 御前崎中 
 

剣道「榛原地区大会」 
 男子団体戦 第２位 相良中 
 女子  〃  第２位 榛原中 
 男子個人戦 
  優 勝 榛原中 河村亮 
  第２位 相良中 藤田一克 
  女子個人戦 
   優 勝 榛原中 川合恭可 
   第２位 牧之原中 辻優花 
 「小笠地区大会」 

  男子団体戦 優 勝 御前崎中 
  女子  〃  第２位  〃 
  男子個人戦 優 勝  〃 原口智矢 

ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ「榛原地区大会」 
 男子 優 勝 榛原中 
     第２位 相良中 
 女子 第２位 相良中 
「北河杯ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ大会」 
 男子 優 勝 榛原中 
 「小笠地区大会」 
  女子 第２位 御前崎中 

     ｿﾌﾄﾃﾆｽ「榛原地区大会」 
     男子団体戦 優 勝 榛原中 
              第２位 相良中 
     女子団体戦 第２位   〃 
 男子個人戦 優 勝 榛原中 鶴岡･吉田ペア 
          第２位 相良中 川島･石橋ペア 
 女子個人戦 優 勝 榛原中 伊藤･横田ペア 
「小笠地区大会」 
 男子個人戦 第２位 御前崎中 渡辺･稲垣ペア 

ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ「榛原地区大会」 
 女子 優 勝 相良中 
     第２位 榛原中 

ｱｰﾁｪﾘｰ「秋季大会」 
 ｷｬﾃﾞｯﾄ男子 優 勝 榛原中 井上蓮 
      女子 優 勝   〃   野本咲喜 

弓道「静岡ｽﾎﾟｰﾂﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙ」 
 団体戦 優 勝 御前崎中 E ﾁｰﾑ

柔道「榛原地区大会」 
 団体戦 優 勝 榛原中 
 個人戦 ２年 優 勝 榛原中 柴本潤太 
            第２位   〃  山本壮真 
        １年  第２位   〃  石川弥朋 

卓球「榛原地区大会」 
 男子団体戦 第２位 榛原中 
 女子団体戦 第２位  〃 
 女子個人戦 第２位  〃 鈴木明波 
 

野球「榛原地区大会」 
 優 勝 相良中 
 第２位 榛原中 
「小笠地区大会」 
 優 勝 御前崎中  

陸上「志太榛原地区大会」 
男子 3,000ｍ 第１位 相良中 増田真也  
女子 100ｍﾊｰﾄﾞﾙ 第１位 相良中 増田玲奈  
   第２位   〃  浜崎倫帆 
男子 110ｍﾊｰﾄﾞﾙ 第１位   〃  四ノ宮巧 
男子 200ｍ 第２位 相良中 名波幹人 
男子 400ｍ 第１位 榛原中 木曽原星都 
女子 200ｍ 第２位 相良中 西川莉央 
女子 800ｍ 第２位   〃  矢部夏帆 
男子走り幅跳び 第２位 相良中 富田智哉 
女子砲丸投げ  第２位   〃 豊島なやら 
女子 4×100ｍﾘﾚｰ 第１位 相良中 
   八木咲良･西川莉央･紅林美瑛･永谷帆乃花 
「志太榛原駅伝競走大会」 優 勝 
「中部地区駅伝競走大会」 第２位 
  相良中 増田真也･石原誠也･池村進吾 
    ･高塚湧也･澤田賢･稲見真輔 

女子サッカー 

「志榛新人大会」 

  優 勝 榛原中

収穫祭を行い、餅つき大会をして楽しんでいます。

１月には最後に感謝の気持ちを込めてどんど焼き

をします。 

 また、自分達で育てた野菜は、給食に使用した

り、野菜パーティーをしています。 

 農業の大切さ、食の大切さを学び、自分達の食

べている物がすべて命あるものであることを知り、

感謝を込めて残さずに食べるようにしてほしいと思

っています。 

 なお、相良地区の給食では田んぼの学校で作っ

た黒米を使ってもらっています。 

（文責：会長 増田三千夫さん）

ｿﾌﾄﾎﾞｰﾙ「榛原地区大会」
 優 勝 榛原中 
 第２位 相良中 



 

市内の小学校と中学校の『じまん』を毎号、

紹介していきます。お楽しみに！ 

 

【 縦割り活動で活力ある牧中生に 】 牧之原中学校 

〈編集後記〉先生も走ってしまう（師走）程の慌ただしさが１２月にはあります。なぜ慌ただしいのでしょうか。やは
り、この一年間の締めくくりをして、来年をきちんとした形で迎えるためのそうじ、ものごとの整理、ごあいさつ
などに追われるからでしょう。「やれやれ間に合った。」とゆったりと除夜の鐘を聞くために、この慌ただしさを乗り
切っていきたいですね。 
  追伸：年末･年始の交通事故に気をつけてください。 

教育委員会だより編集委員会          〒421－0592  牧之原市相良275 
電話：53－2642  FAX：53－2657        E-mail：kyoiku@city.makinohara.shizuoka.jp

★ご意見・ご感想はこちらまでお寄せください 

題字：鈴木干城教育委員長 

牧之原小学校の今年の児童会はスロ

ーガンを『学校・人・ものを大切にす

る原っ子児童会』と決めてスタートし

ました。代表委員会で話し合い、二つ

のことに重点的に取り組んでいます。

一つは、もっとあいさつができるよう

に「あいさつはなまる運動」を展開し

ています。もう一つは、ろうか歩行が

よくなるように「ストップ 10 言われ

ないよキャンペーン」を行っていま

す。ろうかを走っている人を見かけた

ら「ストップ 10」と注意し、10 秒間

立ち止まって反省してもらう取組で

す。 

また、環境委員会から提案された「牧

小ピカピカ大作戦」では、「だまっ

て、いっしょうけんめい、じかんいっ

ぱい」をもじって「そうじはだいじ」

を合言葉にして取り組んでいます。 

 保健委員会からもトイレのスリッパ

がいつでもきれいに整とんされている

よう「おもいやりスリッパ」の取組も

始まりました。 

 これらの取組は、子どもならでは

のアイディアと視点が生かされ、全校

の児童に浸透してきています。さらに

工夫や修正が加わり、牧之原小学校の

自慢の活動になりつつあります。 

～ 祝日には国旗を揚げましょう ～ 

牧之原小学校【 アイディアを生かした児童会活動 】 

牧之原中学校は単学級なので、小学

校から 9 年間同じメンバーで生活をし

ています。より多くのかかわりを持た

せ、活力ある牧中生を目指して学校生

活のあらゆる場面で縦割り活動を行っ

ています。 

清掃や給食では、1年生から3年生ま

で協力して作業をしたり、仲良く食事

をしたりする姿は日常化しています。

特に給食はランチルームで 4 グループ

に分かれて食事をとります。 

 スポーツ祭は、全校が赤組と青組に

分かれ、種目を競い合います。中でも

長縄跳びは 40 人が息の合ったジャンプ

をするため何回も練習を重ね本番を迎

えます。学習発表会でも昨年度から 3

つのグループによる合唱コンクールを

実施しました。1 年生と3 年生の3 年

間の差は大きく、きれいなハーモニー

を出すのにたいへんな苦労がありま

す。朝や放課後の練習を通して、合唱

を創り上げる達成感や充実感を味わう

ことができました。 

これらの活動は、3 年生のリーダー

シップを高めるとともに、下級生にと

ってはよい手本を間近で感じられま

す。3 年生はこれらの行事が終わった

後、たくましく、堂々とした姿に見え

るようになりました。 

 

【「思いやりスリッパ」の提案】 

【ランチルームでの給食風景】 

【学習発表会の縦割り合唱コンクール】 

【「あいさつはなまる運動」の成果を確認】 


